
令 和 ６ 年 度 事 業 計 画 

（公財）千葉県消防協会  

 

近年の自然災害は多様化、大規模化しており、東日本大震災以降も想定を超えた災害が 

多発し、全国各地に甚大な被害をもたらしています。令和６年元旦に発生した能登半島地震は

震度７の大地震により、多くの尊い人命と貴重な財産が失われ、本県においても、令和５年５月

に木更津市で震度５強、銚子市や旭市で震度５弱の地震が発生するなど全国各地で地震が  

頻発しています。また、９月には台風第１３号の接近に伴う大雨により、茂原市をはじめ広範囲

で多数の住家等の浸水被害が生じたところであり、今後についても、大規模な災害の発生が 

危惧されています。 

このような中、消防防災の要である常備消防及び消防団の一層の充実強化が求められて 

おり、当協会としても、平成２５年に制定された「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に

関する法律」の趣旨を踏まえ、時代に対応した総合的な消防防災対策の充実強化を図るため

令和６年度は、昨年度に引続き、以下の事業を実施します。 

 

Ⅰ 公益目的事業 

１ 防災思想普及事業 

県民の防火・防災に関する知識と技術の普及啓発、防災訓練等の充実、防火・防災組織

の活動促進等を図るための事業 

（１） 機関誌「消防千葉」の発行 

県行政機関等に頒布し、常備消防・消防団の活動などの紹介記事等を通じて、地域 

住民の消防に対する理解と協力を促進するとともに、消防防災思想の普及啓発を図る。 

年６回／各５,０００部発行 

（２） 「千葉県消防操法」の販売 

消防職員、消防団員の消防操法技術の向上を図る。 

（３） 第７５回千葉県消防大会の開催 

消防職員・団員の士気の高揚と消防防災体制の確立を目的に、千葉県・千葉県少年 

女性防火委員会と共催により開催する。 

 

 



（4） 全国火災予防運動の実施 

千葉県と協力して春季及び秋季全国火災予防運動を実施し、秋季には、防火ポスター

を作成し、消防（局）本部・市町村等に配布し防火・防災思想の普及啓発を図る。 

（5） 第４５回九都県市合同防災訓練・千葉県会場を、千葉県・開催市と共催により実施 

（いすみ市） 

 （6） 女性防火クラブ及び幼年・少年消防クラブの活動支援 

千葉県、千葉県少年女性防火委員会と共催で防火・防災ポスター展を開催するなど 

防火・防災思想の普及・啓発等を図る。 

 

２ 教育訓練事業 

   消防・防災能力の拡充のため、消防職・団員の知識・技能の向上、消防操法の普及と  

訓練成果の発表、及び消防関係機関の連携・協力等を図るための事業 

（１） 消防団員指導員研修の開催及び日本消防協会等主催の各種研修会への参加促進 

新入団員等経験の浅い消防団員の教育訓練にあたる消防団幹部の養成を行う。 

 日本消防協会、千葉県消防学校、千葉市消防学校及び消防大学校（国）の所定の課程

を終了又は卒業した者に対し、記念品等を交付する。 

（２） 第３０回全国消防操法大会千葉県代表選考会を県と共催により開催 

（３） 第３０回全国消防操法大会への参加及び県代表チームへの助成 

（4） 千葉県女性消防団員活性化シンポジウムの開催等 

女性消防団員の活性化等を目的に開催するとともに、第２９回全国女性消防団員活性

化とちぎ大会に参加する。 

（5） 諸会議の開催 

消防関係機関との協働、連絡調整、意見交換等のため諸会議を開催する。 

  ア 市町村消防長・消防団長会議の開催 

  イ 地域振興事務所等との消防業務連絡会議の開催 

 

３ 弔慰救済事業 

郷土防災の使命を果たし、その職に殉じられた御霊を慰め、併せて防災思想の普及等

を図るための事業 

 



（１） 第６０回千葉県消防殉職者慰霊祭の開催 

（２） 第４３回全国消防殉職者慰霊祭への参加 

 

４ 報償事業 

消防防災に功労・功績のあったものに対して表彰し、消防士気の高揚等を図るための   

千葉県消防大会及び消防出初式において、消防協会長及び支部長による特別功労章、 

永年勤続功労章、功績章等の表彰を実施する。 

 

５ 支部活動事業 

各支部が実施する事業 

（１） 支部消防操法大会 

各支部管内の消防団による消防操法大会を千葉県との共催で開催し、大会への所要

の助成・支援を行う。 

（２） 表彰事業 

     各支部管内の出初式等において、優秀な消防職・団員を表彰し、その活動を顕彰する。

（３） 防災思想の普及事業 

各支部管内の消防（局）本部・消防団と連携して防災思想の普及を図る。 

 

Ⅱ 相互扶助事業等 

１ 消防団員等を対象とした共済事業及び健康増進事業 

消防職・団員等の福利厚生に資するための事業 

 （１） 日本消防協会が実施している消防団員等福祉共済及び消防個人年金並びに全日本 

消防人共済会が実施している火災共済制度の事務処理を行い、適正な運営と各制度へ

の加入促進を図る。 

（２） 消防団員の健康管理に資するため、日本消防協会の助成を受け、健康増進機器等の

交付及びスポーツ大会等の経費の一部を助成する。 

 

２ 弔慰見舞事業 

    職務において死亡・障害者となった者などに対し、その崇高な活動に報いるために弔慰

見舞金等を贈呈する。 



３ 退職者報償事業 

退職会員で在職中の功績が特に顕著な者に対し、その功績に報いるために、感謝状 

及び金盃を贈呈する。 

 

４ あっせん事業 

消防職・団員の福利厚生を促進するために、日本消防協会から提供される各種物品等

に係る斡旋を行う。 

 

５ 施設貸与事業 

千葉県消防会館を有効利用するために、会議室としての利用や、空室の消防関係団体

等への有償貸与を勧める。 

 

６ 法人活動事業 

協会活動に資するための事業 

・千葉県や（公財）日本消防協会等の諸会議及び諸行事に出席し、情報収集、意見  

交換等を行う。 

・理事会、評議員会等を開催する。 
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